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抽出した．さらに藻場再生は過去にアマモが生育してい

た場所で現在生息していないが，水深，水質，波浪条件

から生息可能である場所を抽出した． 

結果および考察 

１．干潟藻場の水質浄化機能の定量評価 

表 1 に伊勢湾北中南部の干潟藻場における窒素除去量

を示した．北中南部の窒素除去量はそれぞれ．0.53, 0.

31, 0.57 t-N/ha/year であり，干潟全域では，高松干潟

(28ha)で 14.8t-N/year，御殿場（96ha）で 30.4t-N/yea

r，五十鈴川河口干潟（92ha）で 52.4t-N/year と試算で

きた．これは，三重県内の下水道の年間の窒素除去量 11

3.5t-N/year に対して，約 1/5 から 1/2 程度であること

がわかった． 

 

表 2 伊勢湾内の干潟も場再生可能エリアの抽出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．干潟藻場の炭素固定量の定量評価 

表 1 に伊勢湾北中南部の干潟藻場における炭素固定量

を示した．北中南部の干潟の炭素固定量はそれぞれ．3.

08, 2.36, 3.62 t-C/ha/year，北中部のアマモ場の炭素

固定量はそれぞれ，1.35, 1.95 t-C/ha/year であると試

算できた．これは一般的な森林域の炭素固定量 6.50 t-C

/ha/year に対して，約 1/5～1/2 程度であることが明ら

かなった． 

３．伊勢湾内の干潟藻場再生可能性の検討 

表 2 及び図 3 に，本研究で推定抽出した伊勢湾内の干

潟藻場再生可能なエリアの概要を示す．沿岸遊休地再生，

浅場再生，アマモ場再生の 3種類に分類した面積は，そ

れぞれ，506.5，1889.3，346.7ha であり，北部海域で特

に沿岸遊休地再生候補地が多く存在することが明らかに

なった． 

以上の結果より，前述した干潟藻場の窒素除去量と炭

素固定量の値を活用して，伊勢湾内の干潟藻場再生によ

るポテンシャルを試算すると，約 1126t-N/year の窒素除

去能力と，約 7860t-C/year の炭素固定能力を有すること

が推算できた． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沿岸遊休地 浅場再生 アマモ場再生

北部 425.3ha 878.6ha 191.8ha

中部 61.0ha 933.0ha 133.7ha

南部 20.2ha 77.7ha 21.2ha


